




 

ペイゲン法においては,BIA 法で問題とされる抗生物質による影響(阻止円形成による判定

不能)は無に等しいとされてきた。しかし最近ペイゲン法においても阻止円が生ずることが

判明し,またその頻度が高くなり,周生期における母親への抗生剤投与の増加を反映してい

る。影響を受けた薬剤としては,セフエム系ではラタモキセフ,セファレキシン,セファトリ

ジン,セファチアム,セファタキシム,セファペラゾンなどであった。ペニシリン系抗生剤の

単独使用では影響は少なかった。アミノグリコシド系のものは他剤との併用例のみで,単独

の影響の判定は困難であった。ホスホマイシンは強力な阻止作用があった。 


